
日本側はタブレットで用意した写真などを見せながら発表。すべての児童が元気よく発表
できていた。遊び、おもちゃの発表では、コマ、お手玉などの実演を見せて台湾側の歓声
を受けていた。

◆台湾側の発表は用意されたスライドを使って説明、自分たちの学校、
そのイベントや、台湾の伝統的な行事について発表していた。かなり
長文の英語を上手にしゃべる児童もいた。

◆両校の発表は順調に進み、質の時間も十分に取れ、フリートー
クの時間には、“キラキラ星”を台湾側が英語で、続けて都側が日本語

 で歌って交流を盛り上げていた日本側はタブレット で用意した写真などを見せながら発
表。すべての児童が元気よく発表できていた。遊び、 おもちゃの発表では、コマ、お手
玉などの実演を見せて台湾側の歓声を受けていた。

◆台湾側の発表は用意されたスライドを使って説明、自分たちの学校、
そのイベントや、台湾の伝統的な行事について発表していた。かなり
長文の英語を上手にしゃべる児童もいた。

◆両校の発表は順調に進み、質疑応答の時間も十分に取れ、フリートー
クの時間には、“キラキラ星”を台湾側が英語で、続けて都側が日本語
で歌って交流を盛り上げていた。

1. 日時・場所

2. 参 加 者

3. 交 流 相 手

ビデオチャット交流

4. 当日のスケジュール 5. 参加者の様子等

東京都立小松川高等学校
韓国の学校とのビデオチャット交流

日時：2025年12月18日(木)
14:30～16:00

場所：東京都立小松川高等学校

東京都立小松川高等学校（都側）
小松川グローバルチーム
１～２年生：7名

大韓民国 仁川広域市
Incheon Ara High School
１～２年生：12名

① 始まりの挨拶

② 都側の発表
    ・学校紹介とSDGsについて

③ 韓国側の発表
・SDGsについて

④ 質疑応答

⑤ 終わりの挨拶

↑都側生徒の
発表の様子→ →

↑韓国側生徒の
発表の様子→ →

都側生徒の発表では、学校と住んでいる地域について英語で発表した。
その後、SDGs⑥・⑪・⑫・⑭の目標について日本での取組を紹介した
が、日本と韓国のリサイクル率などの比較を取り入れており、韓国側生
徒も興味深く聞いている様子であった。

◆韓国側生徒の発表では、SDGs⑪を基に廃校活用と若年層の雇用創出に
ついて、日本語で発表した。また、日韓が現状実施している環境協力に
ついても焦点を当てた。韓国側生徒は日本の学校における廃校の現状や
廃校活用の取組事例についても資料を作成し、双方が我がこととして
捉えるよう、発表内容を工夫していた。

◆質疑応答では、都側生徒が流暢な日本語を話す韓国側生徒に対し、「言
語習得の近道」を聞いたり、自分達の国で流行っている言葉を教え合う
など、質問が絶えない交流となった。
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